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当社子会社「株式会社筆まめ」が、 
『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』を 

2017 年 1月 20日（金）より発売 
 
当社子会社である「株式会社筆まめ」（代表取締役社長︓萩原義博）が、家系を知り、子孫にルーツを継承したいという要

望を叶えるソフト『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』を、機能をアップさせて 2017年１月20日（金）より発売しますので、
別添資料の通り、お知らせいたします。 
 
 

 
添付資料 
氏名と続柄を入力するだけ で、家系図を自動で作成 
『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』 
2017年 1月 20日（金）より発売 機能がパワーアップ︕家系を知り、子孫にルーツを継承したいという要望を叶えるソフト 
 
 
【リリースに関するお問合せ】 
株式会社ソフトフロントホールディングス 
グループ業務推進室 見海 
TEL︓03-3568-7007 FAX : 03-3568-7008 
E-mail : press@softfront.co.jp 
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報道関係者各位                                      

 
 

 

 

 

 

 

 

  株式会社筆まめ(本社:東京都港区、代表取締役社長:萩原義博)は、氏名や続柄を入力するだけでかんたんに家系図が作
成できるソフト『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』のパッケージ版・ダウンロード版を 2017 年 1 月 20 日（金）
に発売いたします。 
【筆まめネット 製品紹介ページ】http://fudemame.net/products/hobby/kakeizu/ 
【筆まめネット ストア】http://fudemame.net/store/software/hobby/kakeizu/ 
 
 
 
 

 
 
 
 

製品名 媒体 対応OS 税抜価格 発売日 

 親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2 
ダウンロード 

Windows 10 / 8.1 / 8 /7 
4,000 円 2017 年 

1 月20 日（金） CD-ROM 4,500 円 
 
 
 
 

 

 
 

2017 年1 月20 日 
株式会社筆まめ  

『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』 の特徴 

               氏名と続柄を入力するだけで、家系図を自動で作成  
『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』 

2017年1月20日（金）より発売  
機能がパワーアップ︕家系を知り、子孫にルーツを継承したいという要望を叶えるソフト 

 

＜入力・選択するだけで、かんたんに家系図を作ることができます＞ 
◉ 『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』は、氏名や続柄など必要な項目を入力 ・選択す
るだけの操作で、だれでもかんたんに家系図が作れるソフトです。また作成した家系図は、
印刷したものを貼り合わせて 1 枚の大きな家系図にしたり、専用の Android アプリと連携
することができます。親戚が集まる場などでお披露目することができます。 
 
◉ 『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』では、印刷機能を大幅に強化しました。家系図
をご家庭でキレイに印刷できます。また、さかのぼって家系図を作成する時に必要な戸籍の
集め方を、行政書士が分かりやすく丁寧に解説した書籍が付属。家系図作りがはじめての方
や、以前作っていたが途中で断念してしまったという方でも、安心して家系図を作ることが
できます。 
 
◉生年月日や住所 ・電話番号 ・メールアドレスなどの個人情報管理や、贈答管理機能も搭載。
生年月日や逝去日を登録することで、慶弔の予定を一覧で表示することができます。 
 

『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』 製品概要 

「親戚まっぷ」シリーズは、株式会社石川コンピュータ・センターが開発し、1998 年より販売されている家系図作成ソフトです。
電子ネットワーク協議会主催『オンラインソフト大賞2000』で入賞するなど、使いやすさで高い評価を得ています。 

◉印刷の自由度向上 
印刷時の中央寄せに対応。表示しているページのみを印刷することや、縦横のページ数を指定して印刷、設定した背景
色の印刷など、ユーザから一番要望の多い印刷機能を充実させました。 

◉表示方法の拡充 
兄弟姉妹の表示位置変更、人物枠の色合い変更、背景画像のパターン追加、画
像アイコンのイラスト設定、画像のトリミング、画像の複数登録に対応し、家
系図表示エリアの表示内容を拡充させました。また画像表示の標準サイズを大
きく変更するなど、前バージョンより機能が大幅にパワーアップしました。 
 
◉その他 
検索した人物を家系図表示エリア内でフォーカスし、色付けした状態で分かり
やすく表示できます。また開いている家系図のファイル名表示機能を追加し、
さらに分かりやすさ、使いやすさが向上しました。 

http://fudemame.net/products/hobby/kakeizu/
http://fudemame.net/store/software/hobby/kakeizu/
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■必要な項目を入力するだけで家系図を自動作成 
自分（基準となる人物）と父親・母親の名前を入力するだけで、家系図

が新しく自動作成されます。 
 
■人物の登録・関係の修正がかんたん 
家系図に反映したい人物の登録もかんたんです。人物をクリックして、

メニューから追加したい人物の続柄を選択して氏名を入力するだけ。

人物の情報や関係の修正もかんたんに行えます。 
 
■家系図表示を見やすく切替できる 
通常の家系図に加え、直系家系図、蝶型家系図を表示

できるので、何代もさかのぼる家系図でも見やすく作成

することができます。 
＜直系家系図＞先祖から子孫へ、一直線につなげて表した家

系図。 
＜蝶型家系図＞特定の人物を中心に、その本人と配偶者両家

の先祖と子孫を伸ばして表した家系図。両家の人物を一覧で

きるので、親戚関係の把握がしやすくなります。 
 
■探したい人がすぐ分かるフォーカス機能を搭載 
＜POWER UP＞ 
個人一覧から、探したい人物をすぐに見つけることがで

きます。選択した人物が家系図のどこにいるかを分かり

やすく表示します。 
 
 
■背景色の変更、家系図の個人欄枠のカラー設定が可能 ＜POWER UP＞ 
背景色のカラーバリエーションを増量しました。また、個人欄の枠色を男女別に

自由に設定することが可能です。より見栄えのよい家系図を作成することができ

ます。 
 

■兄弟姉妹の表示位置変更 ＜NEW＞ 
兄弟姉妹の表示位置を「左から右」、「右から左」どちらでも選べるようになりまし

た。 
 
■画像登録に便利な写真切り抜き機能搭載 ＜NEW＞ 
いろいろな写真を活用できるように、画像登録時に写真切り抜き機能を搭載。全体写

真から個人を切り抜いて使用することが可能になりました。 
 
 
■家系図に使える人物イラスト 40点収録 ＜NEW＞ 
家系図に表示できる人物のイラスト 40点を新たに収録。個人の年齢や性別、 
時代に合わせたイラストを登録できます。 
 
■家系図作成のための戸籍収集準備ブック（行政書士：菊池一夫 著）が付属 
さかのぼって家系図を作るためには戸籍謄本の取得が必要になります。また古い戸籍

謄本は難解な表現で書かれている場合もあります。「家系図作成のための戸籍収集準

備ブック」では戸籍謄本の収集方法や読み方について、行政書士の菊池一夫先生が

分かりやすく解説。はじめての家系図作成をサポートします。 
 
■慶弔・結婚日・誕生日など記念日を登録。日にちが近くなった際にメールで通知 
（Androidアプリのみの機能） 
 

『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』の詳細 （作成機能） 
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■スマートフォンで閲覧・編集が可能 
パソコン版『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』をご購入の方には、『つく

れる家系図 2 for Android』を 1 台の端末でご利用いただけます。『つくれる家

系図 2 for Android』では家系図の閲覧と編集ができるので、親戚の集まりの

際に家系図をスマホで見たり、その場で編集することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
■個人情報も登録して便利な家系図に 
『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』には生年月日や住所・電

話番号・メールアドレスなどの個人情報管理や贈答管理機能も搭

載。生年月日や逝去日を登録することで、慶弔の予定も一覧で表

示できます。 
 
■個人情報をデータベースで管理できる＜POWER UP＞ 
氏名・生年月日・住所・年齢・電話番号・携帯番号・メールアドレス・

顔写真・旧姓・続柄・結婚後の続柄・法名/戒名・逝去日・逝去理由・

勤務先の名称や所在地といった個人情報を 3,000 件まで登録 
することができます。また新たに画像を 1 個人につき 6枚まで登録できるようになりました。 

 
 

■家系図を自宅のプリンタで印刷 ＜POWER UP＞ 
作成した家系図は家庭用プリンタで印刷できます。家系図が用紙サイズに収まらな

い場合は自動で分割印刷されます。印刷時にのりしろの設定ができるので、貼り合

わせて 1 枚の大きな家系図にすることができます。なお今回お客様のご要望にお

応えし、印刷設定の画面を変更、設定項目を大幅に強化しました。 
 
・ページ数を指定して自動で印刷倍率を設定＜NEW＞ 
・家系図を中央に配置することが可能＜NEW＞ 
・印刷プレビューで表示しているページのみの印刷が可能＜NEW＞ 
・設定した背景での印刷が可能＜NEW＞ 
・のりしろ部分を印刷 
 
 
 
■はがき・住所録ソフト「筆まめ」の住所録データと連携 
「筆まめ」で作成した住所録を『親戚まっぷシリーズ つくれる家

系図 2』で読み込むことができます。「筆まめ」をお持ちの方は、

改めて入力することなく、『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図

2』に個人情報を反映できます。 
 
■個人情報を CSVで入出力 
Excelで作成した住所録などの個人データを、CSV形式で 

『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』で読み込むことができ

ます。 

また、『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図 2』に登録した個人

情報を CSV形式で出力して、「筆まめ」の住所録や Excelに反映 

することができます。 

『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』の詳細 （情報管理機能） 
 

『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』の詳細 （印刷機能） 
 

『親戚まっぷシリーズ つくれる家系図2』の詳細 （入出力機能） 
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動作環境 

対応OS（日本語版） 
Microsoft Windows 10(64bit 版/32bit 版)※ / Microsoft Windows 8.1(64bit 版/32bit 版)※ 
Microsoft Windows 8(64bit 版/32bit 版)※ / Microsoft Windows 7(64bit 版/32bit 版)※ 
※ 64bitOS ではWOW64 モードで動作します。 

コンピュータ本体 Windows が正常に動作するパーソナルコンピュータ 

必要メモリ 
お使いのOS が推奨する環境以上 
※ご利用の環境、使用するデータによってはさらに多くのメモリが必要になる場合があります。 

必要ディスク容量 
210MB 
※Windows がインストールされているドライブに、20MB以上の空き容量が必要です。 
※ご利用の環境、使用するデータによってはさらに多くのディスク領域が必要です。 

ディスクドライブ CD-ROMドライブ（パッケージ版のみ） 

ディスプレイ 
解像度︓1024×768 以上※、色数︓32 ビットカラー以上必要 
※ディスプレイの設定で96DPI(規定)以外は、動作保証外です。 

周辺機器 
印刷する場合は印刷する用紙に対応したプリンタ及びプリンタドライバが必要です。 
ドライバ類はご使用になるOS に対応した最新の物をご使用ください。 

その他 

※インストールには、管理者権限/昇格が必要です。 
※ネットワーク接続のドライブからのインストールは動作保証外です。  
※ハイコントラストは非対応です。 
※一部の機能はインターネットに接続するため、インターネットへの接続環境が必要です。 
※筆まめ住所録を読み込むには「筆まめVer.24以降」が別途必要になります。 
※PDF ファイル（操作ガイド・使用許諾書）をご覧になるには、PDF 閲覧ソフトが必要です。 

 
Copyright・商標 

Copyright 2017 FUDEMAME CO.,LTD. 
Copyright 1994-2017 Ishikawa Computer Center CO.,LTD. 
・ 筆まめ、おつきあい帳、つくれる家系図は、株式会社筆まめの登録商標です。 
・TrueType フォント「AR ～ 」は、ARPHIC TECHNOLOGY 社製です。 
・Microsoft（R） Windows（R）の正式名称は、Microsoft（R） Windows（R） Operating System です。 
・Microsoft（R）、Windows（R）は、米国Microsoft（R） Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 
・その他、記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 

 
企画・開発・販売 

企画・開発・販売︓株式会社筆まめ / 開発: 株式会社石川コンピュータ・センター 
 

会社概要 

【株式会社 筆まめ】http://www.fudemame.co.jp/ 

はがき・住所録ソフト「筆まめ」、フォトムービー作成ソフト「デジカメde!!ムービーシアター」などの個人向け製品、「筆まめ
顧客管理 Windows 版」などの法人向け業務ソフト、CRM・SFA アプリケーション「筆まめクラウド顧客管理」や、ネット年賀
状作成サービス「Web 筆まめ」、住所録作成・編集・管理サービス「筆まめクラウド住所録」、名刺管理アプリ「筆まめ名刺管理」
など、各種Web サービスやスマートフォン・タブレットアプリを展開しています。 

 

重要 
このリリースに記載された仕様や画面などは、改良のため予告なく変更する場合があります。 

 

本件に関する報道関係のお問い合わせ先 

株式会社筆まめ ライフスタイル事業部 コンシューマ営業部 販売推進課 佐々木 
経営戦略室 有田 pr@fudemame.co.jp 

TEL︓03-6414-6270  FAX︓03-6414-6271  〒108-0014 東京都港区芝4-5-10 
株式会社筆まめ︓http://www.fudemame.co.jp/ 筆まめネット︓http://fudemame.net/ 

詳細資料のダウンロード・・・http://www.fudemame.co.jp/news/dl 

●本製品に関する読者のお問い合わせ先・・・http://fudemame.net/support/ 

http://www.fudemame.co.jp/
http://fudemame.net/
http://www.fudemame.co.jp/news/
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